
　

吉
備
国
際
大
学
農
学
部
地
域
創
成
農
学

科
（
＊
１
）
は
、
日
本
有
数
の
農
業
生
産

地
で
あ
る
淡
路
島
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し

て
い
る
。
農
業
の
生
産
・
加
工
・
経
営
全

般
に
わ
た
る
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
学

び
、
地
域
創
成
に
貢
献
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
特
徴
と
し

て
い
る
。

　

同
学
科
の
魅
力
は
、
大
規
模
農
場
を
営

む
専
業
農
家
が
多
い
淡
路
島
で
、
６
次
産

業
化
（
＊
２
）
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
習

や
見
学
を
通
し
て
間
近
に
学
べ
る
こ
と

だ
。
本
格
的
な
農
業
実
習
が
１
年
次
か
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

「
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
米

＊１ 2018 年４月、醸造学科の開設に伴い地域創成農学部は学部名称を農学部に変更。今回取材した２名は旧地域創成農学部地域創成農学科のカリキュラムを履修してい
る。　＊2  1 次産業を担う農林漁業の生産者が、2 次産業である加工と、３次産業である流通・販売にも取り組むこと。

果実のＤＮＡを分析し、繁殖過程を調べています
ナルトオレンジの葉から DNA を抽出し、どのように繁殖してきたのかに
ついて分子生物学的な研究を行っています。卒業研究では、種子のない
ナルトオレンジの開発にも取り組みたいと思っています。（冨永さん）

キャンパス近くの広大な農場で
季節の野菜を育てています
淡路島には農閑期がないため、「フィールド実習」を通年で行うことが
できます。季節に応じた野菜を、仲間と協力し合いながら育てています。
写真は、特産の玉ねぎの収穫の様子です。（冨永さん）

希少な柑
かん

橘
き つ

、ナルトオレンジを
守るための研究をしています
ナルトオレンジは、約300年前に淡路島で誕生した柑橘ですが、
栽培する農家は現在十数園。果皮の香りが強いなど、魅力の多
い柑橘なので、後世に残すために研究中です。（阪

さか

上
うえ

さん）

農学部
地域創成農学科３年
冨永和希
とみなが・かずき
大阪府立北千里高校卒業。
農業と地域創成に興味が
あり、同学科に入学。

農学部
地域創成農学科４年
阪上綾香
さかうえ・あやか
兵庫県立伊

い

丹
たみ

北
きた

高校卒業。
農家になるのを目指して、
同学科に入学。

淡路島を舞台に幅広く農学を学び、
地域創成に貢献するリーダーを養成

吉
き

備
び

国際大学 農学部 地域創成農学科

１
年
次
か
ら
自
分
た
ち
で

作
物
を
育
て
る
実
習
が
ス
タ
ー
ト

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生
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や
野
菜
な
ど
を
育
て
な
が
ら
、
栽
培
技
術

の
基
本
を
習
得
す
る
。
実
習
は
キ
ャ
ン
パ

ス
近
く
の
農
場
で
行
わ
れ
、
学
生
が
５
人

程
度
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
課
題
作
物
を

中
心
に
育
て
、
そ
の
出
来
栄
え
を
競
う
。　

４
年
生
の
阪さ

か

上う
え

綾
香
さ
ん
は
、
そ
の
実
習

を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

 　
「
春
学
期
の
課
題
作
物
は
ス
イ
カ
で
、

水
や
肥
料
を
や
る
頻
度
、
雑
草
の
除
去
な

ど
は
、
チ
ー
ム
ご
と
に
計
画
し
て
行
い
ま

し
た
。
最
後
は
収
穫
し
た
ス
イ
カ
の
糖
度

や
重
さ
を
競
っ
た
の
で
す
が
、
同
じ
畑
で

も
、
手
間
の
か
け
方
で
ス
イ
カ
の
味
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」

　

１
・２
年
次
は
、農
業
技
術
、食
品
化
学・

加
工
、
農
業
経
済
・
経
営
、
地
域
創
成
の

４
分
野
の
基
礎
を
学
ぶ
。
３
年
生
の
冨
永

和
希
さ
ん
は
、
１
・
２
年
次
に
生
産
に
つ

い
て
だ
け
で
な
く
、
流
通
学
や
生
物
学
な

ど
も
学
び
、
視
野
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

　
「
特
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、『
植
物
育

種
学
概
論
』
で
す
。
祖
父
が
米
農
家
で
、

イ
ネ
の
病
気
に
悩
ん
で
い
た
の
で
、
イ
ネ

の
品
種
改
良
を
学
べ
ば
多
く
の
農
家
に
役

立
つ
と
思
い
、
３
年
次
以
降
、
育
種
学
を

学
べ
る
分
野
に
進
も
う
と
決
め
ま
し
た
」

　　

３
年
次
か
ら
は
、「
農
業
技
術
分
野
」「
食

品
化
学
・
加
工
分
野
」「
農
業
経
済
・
経
営

分
野
」「
地
域
創
成
分
野
」
か
ら
１
つ
の

分
野
を
選
択
し
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
学
ぶ
。
さ
ら
に
、「
食
農
コ
ー
プ

実
習
」
で
は
、
南
あ
わ
じ
市
役
所
や
市
内

の
農
業
法
人
な
ど
で
就
業
体
験
を
す
る
。

冨
永
さ
ん
は
、
玉
ね
ぎ
を
育
て
る
農
業
法

人
で
実
習
を
し
た
。

　
「
１
年
次
の
実
習
で
も
玉
ね
ぎ
を
育
て

ま
し
た
が
、
３
年
次
の
実
習
先
で
は
商
品

と
し
て
販
売
す
る
た
め
、
よ
り
厳
し
く
選

果
を
す
る
な
ど
、
１
年
次
と
は
違
い
が
あ

り
、
現
場
で
学
ぶ
意
義
を
感
じ
ま
し
た
」

　

同
学
科
で
は
、
地
域
の
農
家
と
の
交
流

行
事
も
あ
り
、
阪
上
さ
ん
は
、
女
性
農
家

と
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。

　
「
大
学
の
実
習
や
農
家
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
通
じ
て
、
正
直
、
女
性
が
農
業
を
仕

事
と
し
て
続
け
る
の
は
体
力
的
に
厳
し
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
イ
ベ
ン
ト

で
女
性
の
農
家
の
方
と
話
し
、
手
入
れ
の

頻
度
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
効
率
的
に
作

物
を
育
て
る
こ
と
で
、
仕
事
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
知
っ
て
、
将
来
へ

の
希
望
を
持
て
ま
し
た
」

　

阪
上
さ
ん
と
冨
永
さ
ん
は
、「
農
業
技
術

分
野
」
コ
ー
ス
の
桧ひ

原ば
ら

健
一
郎
准
教
授
の

研
究
室
に
入
り
、
と
も
に
特
産
の
ナ
ル
ト

オ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
冨

永
さ
ん
は
当
初
、
イ
ネ
の
品
種
改
良
を
専

攻
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
地
域
と
か

か
わ
り
な
が
ら
研
究
を
進
め
る
先
輩
に
触

発
さ
れ
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
を
研
究
中
だ
。

　

阪
上
さ
ん
は
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
が
淡

路
島
で
ど
の
よ
う
に
繁
殖
し
た
の
か
を
追

究
す
る
卒
業
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

通
常
、
柑
橘
は
接
ぎ
木
（
＊
３
）
で
増
や

す
が
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
は
種
か
ら
も
繁

殖
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
仮
説

を
立
て
た
。
島
内
の
農
家
を
１
軒
ず
つ
訪

ね
て
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
を
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
想
い
を
伝
え
る
こ

と
で
、
オ
レ
ン
ジ
の
葉
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
（
＊
４
）
を
調
べ

て
い
る
。

　
「
実
習
や
研
究
を
通
じ
て
、
地
域
の
方

と
つ
な
が
り
な
が
ら
働
く
農
業
の
魅
力
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
内
定
を
い
た
だ
い
た

小
売
業
の
会
社
で
は
、
農
業
も
営
ん
で
お

り
、
大
学
の
学
び
を
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
」（
阪
上
さ
ん
）

　

本
学
科
の
大
き
な
特
徴
は
、
自
然
豊
か
な

淡
路
島
に
お
い
て
、
大
規
模
農
場
を
営
む
専

業
農
家
の
近
く
で
学
び
を
深
め
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
大
学
の
農
場
は
、
農
家
の
農
場
に
囲

ま
れ
て
い
る
た
め
、
周
囲
の
農
家
の
種
植
え

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
作
物
を
育
て
て

い
き
ま
す
。少
し
で
も
草
む
し
り
を
怠
る
と
、

農
家
の
方
に
厳
し
く
叱
ら
れ
ま
す
。

　

農
家
の
減
少
は
、
ど
の
地
域
で
も
大
き
な

問
題
で
す
が
、
農
業
が
地
域
創
成
の
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
育

て
に
く
く
収
穫
量
の
少
な
い
作
物
で
も
、
味

の
個
性
を
打
ち
出
せ
れ
ば
、
地
域
活
性
化
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。本
学
科
で
は
、

強
い
香
り
に
特
徴
の
あ
る
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ

に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
研
究
を
行
い
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
を
使
っ
た

ア
イ
ス
の
開
発
な
ど
、
企
業
と
連
携
し
、
商

品
化
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

本
学
科
に
は
、
農
家
に
な
り
た
い
と
入
学

す
る
学
生
も
多
く
い
ま
す
が
、
就
職
先
は
公

務
員
、
製
造
業
、
小
売
業
と
様
々
で
す
。
農

業
を
ト
ー
タ
ル
に
学
習
し
、
地
域
の
た
め
に

活
躍
で
き
る
人
材
を
こ
れ
か
ら
も
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊3 植物の枝を切り取って、類似の植物に接合させて増やす方法。柑橘は接ぎ木で繁殖させることが多い。
＊ 4 遺伝子の本体である DNA を構成する４種類の塩基の並び方を調べ、品種や個体を識別させる際の目印のこと。

地
域
創
成
の
チ
ャ
ン
ス
は

農
業
に
こ
そ
あ
る

大

の

い

学

思
農
学
部
地
域
創
成
農
学
科

准
教
授

桧
原
健
一
郎

ひ
ば
ら
・
け
ん
い
ち
ろ
う

農
業
の
「
今
」
に
触
れ
、

進
路
選
択
に
役
立
て
る

農
業
に
お
け
る
生
産
だ
け
で
な
く
、

加
工
、
経
営
ま
で
幅
広
く
学
ぶ

地
域
創
成
に
つ
な
が
る

研
究
に
取
り
組
む
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